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35 教育委員会運営事業

教育費 01 教育総務費 01 教育委員会費

－ －

令和6年度

教育行政をより良いものとするためには、教育委員の知見を深めることが重要であ
る。

（１）対象（誰、何を対象にしていますか）
教育委員で構成される教育委員会の運営に係る業務全般を対象とする。
（２）目的（事業を行う事で、解決すべき課題がどのように改善されるのか）
定期的な会議での協議、学校訪問や先進的施策の研修をとおして広い教育視点から
施策や方針などを決定し、当市の教育行政の推進・向上を図る。

○当市の教育行政の推進・向上を図るため、様々な活動を行っている。
・定例教育委員会、臨時教育委員会、総合教育会議の開催
・教育関連施策や教育委員会規則の審議、施行 等

・定例会12回（毎月1回開催）、臨時会1回開催
・教育委員視察研修1回
・学校訪問 全小中学校
・総合教育会議3回

知見を深めることにより議論や発案が活発となった。

引き続き研修を実施し、教育委員が学べる場を提供する。R5年度について
も市内小中学校が抱える課題に対して先進的な取り組みをしている自治体
に視察に行く。

コロナ禍であるため、県内の先進地を視察先として選定したため、研修を
実施することができた。
活動指標とKPIの連動性が薄かったため、R5年度から指標を「委員による
研修参考度」に変更する。

他の会議等と同日開催とするなど、教育委員の負担が少なくなるような日
程調整ができた。

2,940 2,462 2,462 2,453

2,181 2,100 2,102

13 13 13 13 13

13 13 13

1 1 1

0 0 1

300 794

教育委員会会議の開催回数
・定例会 12回
・臨時会 1回

先進地視察を含む研修の開催回数
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70 小学校水泳授業民間委託事業

教育費 02 小学校費 02 小学校教育振興費

－ －

令和6年度

プールの老朽化が進み、修繕費用が高額となる為、民間委託を含めてどの手法で水
泳授業を行うのが良いかを、実際に民間委託を実施して検証する必要がある。

（１）対象（誰、何を対象にしていますか）
山之上小学校他１校の児童（1年生～6年生）を対象とする。
（２）目的（事業を行う事で、解決すべき課題がどのように改善されるのか）
・水泳実技授業を民間プールで行うことによる可能性及び効果を対象校を増やし検
証する。
・プールの維持管理費を抑える効果。衛生管理、安全管理に係る教員の負担を軽減
する効果。民間の専門の指導者による授業内容の充実を図る。
・水泳実技授業を民間プールで行うことによる可能性及び効果を検証し、民間プー
ル活用（複数校への拡大を含む）の方向性を決定する。

・民間が運営するプールを使用して山之上小学校他１校で水泳実技授業を行う。
維持管理費に係る経費の削減及び専門のインストラクターの指導による授業内容の
充実を図る。

水泳授業の民間委託について検証する学校（太田小・山
之上小・蜂屋小・伊深小・山手小）を決定し、受託が可
能な民間事業を決定した。

新型コロナウイルス感染症の影響により水泳授業が中止となり事業を実施
していないため、効果なし。

小学校５校で民間委託を実施し、水泳授業の手法としてどの手法が適切か
継続して検証する。

令和４年度は新型コロナウイルス感染症のまん延防止のため水泳授業が中
止となり、目標が達成できなかった。

令和４年度は新型コロナウイルス感染症のまん延防止のため水泳授業が中
止となり、目標が達成できなかった。

0 0 727 13,571

0 0 0

100 100 100 100 100

0 0 0

100 100 100 100 100

0 0 0

200 0

民間プールでの事業実施（授業計
画に対する実施率（％））

水泳実技授業を民間委託する実施
可能性の検証（％）
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01 学校給食センター事務

教育費 06 保健体育費 03 学校給食センター費

－ －

令和6年度

安全・安心・確実な学校給食の提供ができるよう事業運営を行うとともに児童生徒
の心身の健全な発達に資するよう食育を行う必要がある。
給食用食材購入のための財源確保につながる学校給食費の確実な徴収と適正な債権
管理を行う必要がある。

（１）対象（誰、何を対象にしていますか）
学校給食センターの庶務全般

（２）目的(事業を行う上で、解決すべき課題がどのように改善されるのか)
給食費の徴収管理、献立作成、食に関する指導等の適正な事務執行と円滑な運営

・給食センター運営委員会及び学校給食用物資選定委員会の開催
・学校給食主任者会及び学校給食会計担当者会の開催
・学校給食献立作成
・学校給食用食材の選定及び発注
・学校給食費の調定・収納管理
・夏休み親子料理教室の開催
・ふるさと給食会の開催

・給食センター運営委員会 ２回開催
・学校給食用物資選定委員会１１回開催

子どもが「食」に関する知識を習得し、健全な食生活を送ることが出来た
。

引き続き「食」に親しみを持ってもらえるように取り組み、アレルギー対
応方針を策定し安全な給食提供を行うとともに給食事業の健全な運営を行
う。
R5年度はR4年度中止になっていた「夏休み親子料理教室」を内容変更し開
催予定である。コロナ禍ということもあり料理教室ではなく施設見学をメ
インで実施予定。
また、中止していた「ふるさと給食会」も再開予定でいる。

・令和３年度残食率 小学：主食4.6%、おかず4.2%
中学：主食4.9%、おかず3.7%

・令和４年度残食率 小学：主食5.0%、おかず4.7%
中学：主食5.5%、おかず3.7%

コロナ禍により、食べられる量の配膳のみで、お代わりができなかったた
め、残食が増えている。

普段の給食を親しみやすいメニューで、食に対する意識づけができた。

2,506 2,450 2,363 7,821

2,129 1,971 2,013

13 13 13 13 13

3 13 13

4 4 4 4 4

0 0 1

202 2,363

小中学校からのリクエスト献立の
実施 各小中学校：１回
※コロナ禍による休校除く

学校給食残量調査の残食率（小中
学校別主食とおかず各項目）の対
前年増減比を０以下となる項目数

R03
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